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            はばたけ！あゆの子
こ

 ～卒園
そつえん

によせて～  

 あゆの子
こ

の 有終
ゆうしゅう

の美
び

をかざる 今年
ことし

の卒園児
そつえんじ

の保護者
ほごしゃ

の皆
みな

さまから一言
ひとこと

ずついただきました。 

     センターからのお知らせ 
  障害者手帳をお持ちの方に浴室を貸し出しています。 

  使用条件等ありますので、詳しくはセンターまでお問合せください。 

 「子ども発達支援センター あゆの子」は 令和６年４月から 新たな一歩を踏み出します！ 

心身障害者福祉センターで、育くまれた「あゆの子」は、新設の「府中市子ども発達支援センター はばたき」の事業

に継承されます。 

 センターで、地域で、子どもたちの成長をあたたかく見守って応援してくださった皆さま、あゆの子出身の頼もし

い先輩たち、長い間ありがとうございました。矢崎町へと場所は変わりますが、職員も子どもたちも、引き続き楽

しく元気に活動していきます。新しくお付き合いの始まる地域の皆さん、これから利用される皆さんとも仲良くで

きますように。これからも見守っていてくださいね。 

年中からの２年間、本当にありがとうございました。我が

子も、同級生の子も成長する時はあっという間で、いつの

間にか出来る事が増えていますね。沢山の驚きと喜びと笑

いと涙をいただいた２年間でした。先生方の誠実さや優し

さに支えられました。ありがとうございました。                     

                     たいき／父 

外来で１年、通園で２年お世話になりました。たくさんの

不安を抱えて入園しました。そのたくさんの不安は少しず

つ解消されています。先生方のご指導のもと成長できまし

た。あゆの子での３年間は一生忘れることのない３年間で

す。ありがとうございました。       金子蒼／母

めだかグループから、年長までの約４年間、大変お世話にな

りました。とってもマイペースな息子ですが、入園当初か

ら、見違えるほどの成長を見せてくれました。日々先生方の

丁寧なコミュニケーションとご指導のおかげです。４年間本

当にありがとうございました。      片山凌玖／母

３年間あゆの子に通って先生方に感謝の気持ちでいっぱいで

す。最初の頃は床をズルズルして、ふさぎ込みがちだったの

が年長になってから毎日楽しいと言って通っています。あゆ

の子で過ごした日々は忘れません。本当にありがとうござい

ました。                  翔太／母

～ あゆの子
こ

から皆
みな

さまへ。４１年間
ねんかん

の感謝
かんしゃ

を込
こ

めて ～ 

あゆの子
こ

のあゆみ 
【昭和57年】府中市立心身障害者福祉センター開設と同時に「幼児訓 

  練事業」としてスタートしました。 

  前身は昭和44年設置の府中市幼児訓練事業です。 

【平成6年】あゆの子」と命名される。 

  多摩川でそだち戻ってくる鮎のようにたくましく！ 

【平成10年】通園以外の子どもたちにも療育をとどけたい… 

  外来グループ指導開始（2グループ） 

【平成15年】「子ども発達支援センターあゆの子」として発達相談・ 

  外来・通園という現在の形に。 

【平成16年】幼稚園保育園などに、もっと療育のことを伝えたい… 

  「関係機関職員研修」開始 

【平成25年】保育所等訪問（巡回）開始 

【平成29年】しみずかおか分室開設（～令和3年） 

【令和5年】あゆの子から引き続き「府中市社会福祉協議会」が  

  「府中市子ども発達支援センター 児童発達支援部門」を受託 

   することが決まる。 

あゆの子
こ

は41年間
ねんかん

で… 

 かかわった子どもたちは3050人を超えました。 

 新規相談は年間200人を超えるようになり、2グループからはじまった外来

グループ指導は、今年度 42グループ約350人が利用する大所帯に。 

 あゆの子に通っていた子どもたちは、学校に入ってもプールやイベントに

来てくれたり、「作業生活実習訓練」のお兄さんやお姉さん、「み～な」の

就労支援を利用して働く社会人になっている人が沢山います。長くお付き合

いできるのが心身障害者福祉センターのステキなところでした。寂しいけれ

ど巣立っていきます。 

 そして「はばたき」ではどんな出会いが待っているかな。ドキドキわくわ

く準備を進めています。 

『府中市
ふちゅうし

子
こ

ども発達支援
はったつしえん

センターはばたき』

は… 
 切れ目のない支援をコンセプトに、教育と一体となっ

た施設です。詳しくは府中市のホームページなどをご覧

ください。 



 

最
近
、
店
の
レ
ジ
に
並
ぶ
時
、
商
品
棚
の
間
の
通
路
が
狭

く
、
商
品
棚
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
、

サ
イ
ド
に
あ
る
商
品
が
欲
し
い
時
も
自
由
に
手
が
効
か
な
い
僕

は
、
い
つ
も
（
ど
う
し
よ
う
か
？
）
と
悩
ん
で
し
ま
う
事
が
あ

る
。
僕
が
よ
く
利
用
す
る
薬
局
も
同
じ
様
な
造
り
を
し
て
い

る
。 

  

こ
の
頃
、
僕
は
電
動
車
椅
子
の
運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
て
き

た
。
と
い
う
の
は
、
僕
の
左
手
が
前
よ
り
も
効
か
な
く
な
っ
て

き
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
所
為
で
、
急
に
止
ま
っ
た
り
、

曲
が
っ
た
り
す
る
事
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
最
近

は
、
小
さ
な
店
に
入
る
事
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
り
、

細
い
道
を
通
る
と
、
肘
を
塀
に
ぶ
つ
け
て
怪
我
す
る
事
も
多
く

な
っ
て
き
た
。 

 

こ
の
間
、
久
し
ぶ
り
に
観
た
い
映
画
が
あ
っ
た
の
で
、
映
画

館
に
行
っ
た
。
そ
こ
の
映
画
館
は
、
席
に
着
く
ま
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
っ
た
り
、
細
い
通
路
な
ど
を
通
ら
無
け
れ
ば
行
け
な

か
っ
た
。
席
ま
で
は
係
員
が
案
内
し
て
く
れ
る
の
で
、
迷
わ
な

か
っ
た
が
、
手
が
上
手
く
効
か
ず
、
僕
が
止
ま
る
度
に
「
ど
う

し
ま
し
た
か
？
」
と
か
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
言
っ
て
く
れ

た
。
で
も
、
気
を
遣
っ
て
く
れ
る
と
、
僕
は
余
計
に
慌
て
て
、

手
が
硬
直
し
て
し
ま
い
上
手
く
操
作
が
出
来
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
僕
は
（
こ
ん
な
簡
単
な
操
作
な
の
に
）
と
思
っ
た

が
、
現
実
は
段
々
、
操
作
が
出
来
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

確
か
だ
。 

  

こ
の
間
、
細
い
道
を
通
っ
た
時
、
肘
を
怪
我
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
薬
局
に
傷
薬
を
買
い
に
行
っ
た
。
買
い
物
が
終
わ
り
、
い

つ
も
の
様
に
レ
ジ
に
並
ぼ
う
と
思
っ
た
ら
、
店
員
に
「
隣
の
通

路
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
僕
は
（
そ
う
だ
っ
た
っ

け
？
）
と
思
い
な
が
ら
行
く
と
、
そ
の
通
路
は
と
て
も
広
く

な
っ
て
い
て
、
車
椅
子
の
操
作
が
下
手
に
な
っ
て
き
た
僕
で

も
、
ぶ
つ
か
ら
ず
に
済
む
よ
う
な
広
さ
の
通
路
が
あ
っ
た
。
僕

は
訳
も
な
く
嬉
し
く
な
っ
た
。
こ
れ
で
何
時
で
も
傷
薬
を
買
い

に
行
け
る
・
・
・
（
？
） 

福祉センターでは、ボランティアを募集しています。興味のある方は府中ボランティアセンターへお問い合わせください！！（☎042-364-0088) 

椛
島
剛
之
さ
ん
の
紹
介 

 

脳
性
ま
ひ
に
よ
る
四
肢
体
幹
機
能
障
が
い
（
両
手
足
が
不
自
由
・

電
動
車
椅
子
を
使
用
）
昭
和
42
年
生
ま
れ
。
平
成
11
年
よ
り
念
願
の

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
肢
体
不
自
由
者
当
事
者
相

談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
。 

 

『
か
ば
の
Ｏ
ｈ
！
あ
く
び
～
中
年
編
～
季
節
を
感
じ
な
が
ら
歩
い

た
街
か
ど
で
、
迷
子
に
な
っ
た
ぼ
く
』
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。 

街 ま
ち

の
風 か

ぜ 

そ
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
買
い
や
す
く
な
っ
た
薬
局
～ 

センター新聞は、HPにも掲載しております。過去の新聞もぜひ！ご覧ください☆ 

 ☆聖蹟桜ヶ丘ショッピング☆ 
 聖蹟桜ヶ丘ショッピング班では、職員と一緒に駅近くの京王

ショッピングセンターでランチを食べたり、自分のほしいものや

家族へのお土産を買って、満足そうな顔も見られていました！ 

☆ららぽーと立川立飛☆ 
 ららぽーと立川立飛班では、電車、モノレールに乗り、

ららぽーとに向かい、ランチや買い物をして、みなさん職

員と一緒に楽しまれていました！ 

おやつ休憩にスムー

ジーを飲んで、一息つい

てららぽーとを満喫さ

れたようでした。 

紹介しきれなかったですが、他にもサンリオピューロランドや館内企画に参加された利用

者さんもおり、コロナ期間で自粛していた外出行事をみなさん職員と一緒に楽しんでくれ

たと感じています。今後も利用者の皆様が楽しめるような行事をできたらと思います。 

 作業生活実習訓練（生活介護）
さぎょうせいかつじっしゅうくんれん（せいかつかいご）

     

 現在１８歳以上の知的障害、身体障害の方を対象に通所事業を行ってい

ます。運動・音楽・工作等のプログラムを一人ひとりに合わせて組み立て

る生活実習部門と、陶芸・革工作・紙すき等作業活動を中心に行う作業部

門に分かれています。 

 今年度からコロナも規制なしという事になり、コロナ前に行っていた外

出行事が復活して、作業生活も前進しましたということで、外出行事の一

部を写真と共に掲載します！ 

前進！ 

～作業生活～  

外出行事復活！！ 
 

職員と一緒に好み

のタオルを選んだ

り、ご家族にお菓

子を買ったりする

方もいらっしゃい

ました。 

椛 か
ば

島 し
ま 

剛
之

ご
う
し 

5９ 

ショッピングセン

ター内にある洋食料

理店にて、ハンバー

グランチを美味しそ

うに召し上がってい

ました。 

職員と一緒に何を買おうか悩

まれている様子が見られてい

ました。 


